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http://www.thr.mlit.go.jp/sendai/kasen_kaigan/fukkou/index.html 
「明日へつなぐ」仙台湾南部海岸堤防復旧プロジェクトURL

仙台湾南部海岸堤防復旧の取り組みについて
～東日本大震災の復興・復旧～

● 平成24年1月 本復旧に着手

● 平成25年3月 約5km復旧完了
（重要施設を保全する海岸堤防）

● 平成28年3月末時点
全区間の29ｋｍ（100%）で工事着手済み、
うち約27km（約95%）が復旧完了
（上記5㎞を含む）

● 残る一部区間約2㎞（1.6㎞）は平成28年度完了
の予定

○ 海岸堤防の本復旧（直轄）進捗状況

平成２８年４月
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▲平成28年3月5日 仙台湾南部海岸完成式

仙台

▲植樹作業の様子（平成２５年６月３０日）

□ 平成２５年６月３０日／岩沼海岸（相ノ釜地区海岸）

宮脇昭横浜国立大学名誉教授の指導のもと、ボランティア

など約700名により植樹（約7,000本）を実施。

□ 平成２７年５月１２日／岩沼海岸（納屋地区海岸）

地元高校生など約270名により植樹（約4,300本）を実施。

▼植樹作業の様子（平成２７年５月１２日）

⑤ 環境への配慮

● 具体的な環境保全対策の例

① 海岸堤防や工事用道路のルート調整

② 施工時期の調整 （動植物の繁殖期などを踏まえた施工）

③ 資材置き場や施工ヤードの変更

●自然環境（動植物）に配慮して海岸堤防復旧を進めるため、学識経験者等から助言を得ながら、環境モニ
タリング・保全対策（環境影響の回避又は低減等の措置）を実施。

● 「仙台湾南部海岸環境対策検討委員会」等において、環境影響の回避や低減の措置を検討

陸側施工
保全のため海側の
道路等を陸側に移動

工事用道路のルート
調整後のイメージ
（変更施工計画）

海側陸側工事用道路

「環境保全対策エリア」

● 植物保全に関する対応事例

海岸堤防施工に先立ち、施工範囲の

海浜性植物の苗及び種の採取を実施。

海岸堤防完成後に堤防前面の砂浜

に移植及び播種を実施。

⑥ 『緑の防潮堤』取り組み状況

▲移植・播種後の状況（H27.7月）▲移植・播種実施状況

ハマボウフ

【vol.18】

（着手率）

○ 平成28年3月末時点で全区間29㎞のうち約27㎞（95%）の復旧が
完了。

○ 残る一部区間は平成28年度完了予定。
○ 平成28年3月5日に「仙台湾南部海岸完成式」を開催。

全体の９割以上の堤防復旧が完了したこと、また、代行区間として宮城県に代わって復旧を実施してきた区間のうち、
完成区間を県へ返還し平成28年度から海岸堤防の本格的な管理に移行することなどから、震災から５年の節目となる
この時期に式典を開催しました。

＜平成28年3月末時点＞
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海岸堤防

基礎ブロックに転換

被覆ブロックに転換（天端）

被覆ブロックに転換（表法）被覆ブロックに転換（裏法）

海岸堤防の盛土材として「震災がれき」活用

被覆ブロックの裏込材として「震災がれき」活用

天端被覆工の補強
（空気抜き孔）

陸側被覆ブロックの補強・工夫
（かみ合わせ構造）

陸側法尻の保護
（洗掘対策）

海→←陸

被災前の堤防断面（例）Ｔ．Ｐ． ６．２ｍ
陸側法留め補強

（一体構造）

盛 土 地盤高（例）Ｔ．Ｐ． ３．０ｍ

●仙台市内及び名取市内、山元町内で発生した『震災がれき』約３０万ｍ3

を海岸堤防復旧に活用
（津波堆積土砂 約20.5万m3、震災コンクリート殻 約8.8万m3）

① 海岸堤防の建設資材の安定供給
海岸堤防で必要となる盛土材のうち、仙台市内では約７割、名取市
内では約３割、山元町内では約１割弱で震災がれきを活用

② 震災がれき処理の軽減
仙台市の１８％、名取市の１３％、山元町の６％のがれきを処理

③ 交通渋滞の緩和・事故抑制、及び生活環境負荷の軽減
ダンプトラック約４万～５万台を軽減

●生コンクリートの供給不足に対応し、海岸堤防を被覆するブロックなど可能
なものはコンクリート製品使用に転換

●これまでに生コンクリート使用量、約３０万ｍ3を転換
これは、仙台地域の生コンクリート供給量の約３ヶ月分に相当

●コンクリート製品は宮城県内だけではなく、広く北海道～関東で製作

●今次津波のような巨大な津波が来襲しても、 海岸堤防の効果
を粘り強く発揮する構造上の工夫

・ 少しでも避難時間を確保
・ 堤防全壊の危険性を低減

仙台湾南部海岸
堤防復旧工事

ｺﾝｸﾘｰﾄ製品製作場所位置図

凡 例
●：ｺﾝｸﾘｰﾄ製品製作場所
－：海岸工事現場

② コンクリート製品使用への転換 ③ 『震災がれき』の活用

被災後

① 『粘り強い海岸堤防』

震災がれきの改良状況

仙台海岸（宮城県仙台市）

被災前

仙台湾南部海岸 蒲崎工区 海岸堤防の被災状況（宮城県岩沼市） 復旧完了状況（平成２５年３月）

④ 景観への配慮

●海岸堤防の復旧にあたって、学識経験者等からなる検討に基づき策定された「河川・海岸

構造物の復旧における景観配慮の手引き」に沿って６項目に配慮。

○ 景観配慮イメージ （仙台湾南部海岸の例） ③堤防肩の洗い出し仕上げ

⑥階段設備の施工状況

粘り強い海岸堤防

コンクリート製品の使用例

震災がれきの活用状況

凡 例

コンクリート製品と震災がれきを使用した「粘り強い海岸堤防」の取り組み状況

かみ合わせ構造


